
A B Cきっかけ 行動 行動の結果

（Case２）次郎くんは、お母さんが食事の準備を始めると、大きな音がするほど自分の頭を叩く自傷行動をしてしまいます。お母さんは、

大きな音と奇声に驚き駆け寄って、次郎くんに声を掛けます。次郎くんは声を掛けられ関わってもらえると、自傷行動をやめることが出来ます
が、お母さんがいなくなるとまた始めてしまいます。

母が食事の準備をしている
（母の注目なし）

子どもが頭を強く叩く
母が駆け寄ってきて

話しかける
（母の注目あり）

注目の要求

注意獲得の機能
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B C行動 後続事象

A B Cきっかけ 行動 行動の結果

（Case３）四郎くんは注射が大嫌いです。医師が注射を取り出すと、奇声をあげ、暴れ始めます。職員数名で手足を抑えても、暴れ続
け、注射が出来る状況ではない為、延期となりました。

注射が中止になる
（嫌な活動なし）

医師が注射を取り出す
（嫌な活動あり）

子どもが大声で
わめき暴れる

逃避の要求

回避・逃避の機能



A B Cきっかけ 行動 行動の結果

することがない状況
（感覚刺激なし）

髪の毛を抜く 感覚を得られる
（感覚刺激あり）

（Case４）太郎くんは、することがないときや長時間一人でいるときに自分の髪の毛を抜く自傷行為をし続けてしまいます。
しかし、本人の好きなテレビを見ている時やおやつを食べている時は、一人でいても自傷行為をしてしまうことはありません。

感覚刺激の要求

自己刺激の機能
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A B Cきっかけ 行動 行動の結果

偶然のできごと
特定のきっかけで
同じ行動を再生

周囲の人の反応に
よって他の機能に

変化することがあります

（Case５）やすおくんは、ある日町の郵便ポストの前で偶然バナナの皮を踏み転んでしまって以来、ポストの前では必ず転ぶようになってし
まいました。しかし、他の場所では、そのような行動（わざと転ぶように見える）は見られません。

反 射

反射の機能



行動の機能を見る視点を入れることで、課題となる行動を持つ
人たちの「声なき声」に気づき、彼らが何を伝えたいのかを、冷静
に見ることができます。困りごとを理解し、支援に繋げることができ
るのです。

なぜ、その行動を起こすのか？③

行動の機能を見ることで、声なき声に気づき、支援に繋げることができる
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注目要求
の機能

物や活動
の要求機能

感覚要求
の機能

人とやりとりがある（コミュニケーションの機能）

逃避要求
の機能

物や人の注意を獲得している

人の注意獲得 物の獲得

物や人の注意か
ら逃避している

人とやりとりがない

行動の機能を推定して支援計画に結びつける

行動問題の機能を推定するフローチャート

反射の
機能



強度行動障害への支援の基本は、氷山モデルなどを活用し、本人
の障害特性に配慮した予防的な支援を組み立てることです。

基本の予防的支援ではなかなか支援が効果を上がらない場合、氷
山モデルでは不適切な環境因子が特定できにくい場合や関係して
いる特性の特定ができにくい場合では、機能分析を使って支援を組
み立てる方法があります。

ここからは、行動が起きている「状況」と「結果」に注目する

「ストラテジーシート」

をご紹介します。



ⅱ）行動の機能から支援を組み立てる

強度行動障害に対応する支援を組み立てる手順の例

１．ターゲットとする行動の決定

２．行動に名前をつける

３．行動を記録する

４．行動の機能を推定する

５．ストラテジーシートの作成



課題となっていてアプローチしたい行動を

決めます。

複数の行動ではなく、ひとつの行動に絞っ

てアプローチすることが大切です。

手順１．ターゲットとする
行動の決定
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行動を具体化し名前を付けることで、

・課題となる行動が明確になります。

・課題を共有・共通理解しやすくなります。

・一貫した対応がしやすくなります。

・記録がしやすくなります。

・対応の効果（増減）がわかりやすくなります。

手順２．行動に名前をつける



手順３．行動を記録する

強度行動障害への支援を組み立てるうえでは、
「行動の具体的な記録を取る」ことが有効です。

行動の具体的な記録を取ることで、

・起こる場面が予測可能になる

・行動の機能が推定できる

・起きていない場面に潜む良い条件に気づく

・対応の準備がしやすくなる

・指導やアプローチの成果がわかる

ここでは「行動記録用紙」を使用します。

テキスト P.94



「行動記録用紙」



「行動記録用紙」

①② ③

行動記録用紙は記録の数が多いほど良いですが、ある程度標準的な流れが見
えてきたら記録を中止して、記録した行動の分析を行います。
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